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短期 中期 長期

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 成果（何をどれだけ）
次年度以降への課題・方向

性
実施内容

予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

小中学生の安全・安心
な暮らしの確保

【防犯・交通安全対策
の充実】

〇効果的実施の検討 〇効果的に継続実施
〇継続実施し、小中学
生の安全な暮らしを構
築

○青少年育成協議会及び
園長・校長会などで小中学
生の現状についての情報
を共有した。
○民生児童委員と支所職
員による下校時における
青色防犯パトロールを実
施した。（月、水、金曜日）

○事業を継続して実施す
る。
○各地区まちづくり協議会
にパトロール実施を呼び
かける。

○青少年育成協議会及
び園長・校長会などで小
中学生の現状等ついて情
報交換した。
○民生児童委員と支所職
員による下校時における
青色防犯パトロールを実
施した。（月、水、金曜日）
○安心安全啓発看板を設
置した。

105 143 達成 継続

○青少年育成協議会及
び園長・校長会などで小
中学生の現状等ついて情
報交換する。
○民生児童委員と支所職
員による下校時における
青色防犯パトロールを実
施する。（月、水、金曜日）

10
河原町総合支所

小中高校生の健全育
成及び地域の安全確
保（町内犯罪０を目指
す）

【防犯・交通安全対策
の充実】

〇効果的実施の検討 〇効果的に継続実施
〇継続実施し、安全で
安心に暮らせるまち「河
原町」の構築

○青少年育成協議会及び
園長・校長会などで少年犯
罪や発生状況、傾向につ
いての情報を共有した。
○ＰＴＡ連絡協議会主催の
家庭教育啓発講演会を実
施した。
○夏休み中の夜間防犯パ
トロールを実施した。

○事業を継続して実施す
る。
○専門機関との連携につ
いて検討する。

○青少年育成協議会及
び園長・校長会などで少
年犯罪や発生状況、傾向
についての情報交換し
た。
○ＰＴＡ連絡協議会主催
の家庭教育啓発講演会を
実施した。（「スマホ世代
の子育て」平成３０年９月
２１日開催）
○夏休み中の夜間防犯
パトロールを実施した。

- - 達成 継続

○青少年育成協議会及
び園長・校長会などで少
年犯罪や発生状況、傾向
についての情報交換す
る。
○ＰＴＡ連絡協議会主催
の家庭教育啓発講演会を
河原町文化祭講演会・町
人権講演会と共同開催し
た。（１２月８日（日）、参加
者１２０名）
○夏休み中の夜間防犯
パトロールを実施した。

-
河原町総合支所

①あいさつ運動の啓発
を進めて道徳の高揚を
図る

②地域に暮らす全ての
世代がお互いに声を掛
け合い、助け合う「風土
づくり」と「防犯の意識
づくり」を行い、発展さ
せることにより、地域と
行政の協働による安全
で安心なまちづくりを図
る

【防犯・交通安全対策
の充実】

〇応募数増に向けた取
り組み検討（周知徹底
ほか）

〇応募者増に向けた取
り組み実施

〇応募者の増
○「風土づくり」と「防犯
意識の向上」を地域と
行政による協働の取り
組みで図る

○新たに河原幼稚園及び
各小中学校の保護者へ呼
びかけた結果、応募者数
が増えた。
○優秀な作品６点を看板
にして、各園、小,中学校、
支所に掲示するとともに最
優秀を受賞した生徒・児童
に記念品と表彰状を送り
機運を高めた。
○智頭警察署管内防犯協
議会での情報共有、連携
等について意見交換を
行った。
○交通安全の期間中に併
せ、あいさつ運動を市民と
行政が協働で実施した。

○事業を継続して実施す
る。

○あいさつ標語の募集
し、看板を作製、設置し
た。
○智頭警察署管内防犯
協議会での情報共有、連
携等について意見交換を
行った。
○交通安全の期間中に併
せ、あいさつ運動を各学
校、PTAなど市民と行政
が協働で実施した。

65 26 達成 継続

○あいさつ標語の募集を
し看板を作製、設置した。
○智頭警察署管内防犯
協議会での情報共有、連
携等について意見交換を
行った。
○交通安全の期間中に併
せ、あいさつ運動を各学
校、PTAなど市民と行政
が協働で実施した。(10月
15日～10月21日）

53 40 河原町総合支所

①協働による防犯対策
の推進

１．警察・地域住民（団
体）と協働で行う、防犯
パトロールの継続と充
実

２．地域住民（団体・学
校）と連携したあいさつ
運動の啓発・推進「安
全で安心なまちづくり」

河原　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況(1月末現在）

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】

推進期間
短期（～２９年度）における総括 ３０年度 令和元年度

担当課
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河原　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況(1月末現在）

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】

推進期間
短期（～２９年度）における総括 ３０年度 令和元年度

担当課

【これからの河原地域
の農業振興の在り方
等】について当事者の
生きた意見等を把握
し、今後の施策に反映
する。（Ｈ２７年度変更）

【農林水産業の振興】

○専業農家、認定農業
者、新規就農者、農業
関係団体等による『意
見交換会』を実施する
(H２７年度変更)

○専業農家に対して、
国県市等の支援策を関
係機関と連携して情報
提供を行う。

○専業農家に対して、
国県市等の支援策を関
係機関と連携して情報
提供を行う。

○【これらの河原地域の農
業振興の在り方等】につい
て当事者の生きた意見等
を把握するため河原地域
の農業振興に係る意見交
換会を実施し、新規就農
者へのアドバイスなど意見
交換や情報共有を行っ
た。

○事業を継続して実施す
る。

○平成３１年２月７日鳥取
市南地域新規就農者等
交流会を開催した。(３１名
の参加）河原地域の農場
２ヶ所を視察した後、経営
の課題等について意見交
換を行い、用瀬、佐治地
域を含めた南部地域の新
規就農者等の交流が図ら
れた。

- - 達成 継続

○【河原地域の農業振興
の在り方等】を検討するた
め河原地域の農業振興に
係る意見交換会を継続実
施する。
○専業農家について、関
係機関と連携を図りなが
ら情報提供を行った。

- 河原町総合支所

専業農家の生産コスト
の縮減とブランド販売
を目的とした販路の拡
大

【農林水産業の振興】

〇個人、農事組合等に
対して『法人化』への積
極的なPR・促進計画策
定
〇JA、県普及所等と連
携して法人化出前説明
会の実施

〇集落営農等法人設
立
〇現存農業法人等の
規模拡大促進

〇集落営農等法人設
立促進
〇現存農業法人等の
規模拡大

○『法人化』へのPRとし
て、各集落の実行組合長
に対して、『人・農地プラ
ン、法人化』の事業を紹介
するチラシを配布したが促
進計画は策定できなかっ
た。
○法人化出前説明会を１４
集落で行った。

○法人化された団体の組
織化後に対する情報共有
ができていないため課題
問題点の把握不足であ
る。
○新規団体や法人化を検
討している団体との情報
交換が不足している。

○一般社団法人八上が
行う農活促進、集荷場運
営、地域活性化等各種事
業の情報収集を行い支援
のあり方をを検討した。
○薬草、健康食品などを
製造販売する民間事業者
町内農事法人組織とのビ
ジネスマッチングを試み
た。

- - 達成 継続

○既存農事組合法人へ
の規模拡大に係る支援を
行った。
○新規法人化を検討して
いる組織・集落への情報
提供を行った。

-
農政企画課
河原町総合支所

①農産物加工グループ
（地元任意団体）の商
品販売額（販売量）の
向上
②河原町特産品販売
の拡大

【農林水産業の振興】

〇農産物加工グループ
の洗い出しとカルテ作
成
〇現存する加工品の診
断及び改良
〇『とっとり旨味工房か
わはら』の活動支援と
活性化

〇新たな農産物加工品
の創出・テスト販売
〇既存加工品のグレー
トアップと市場化・消費
者テストの実施

〇農産物加工品等の
販売増

○農産物加工グループ等
の商品抽出と商品診断を
実施した。
○『とっとり旨味工房かわ
はら』の活動を支援した。
○農産物加工グループの
小河内マドンナ隊が新商
品の開発、流通、販路拡
大を図り、「満月かきもち」
「やわらか姫もち」を商品
化し、各道の駅、東京のア
ンテナショップほか様々な
販売戦略に取組んだ。
○鳥取市農産物販路拡大
支援事業により東京、大
阪、神戸などでの販売活
動を行う経費の助成を行っ
た。

○中央ファーム、西郷地区
特産物をつくる会、河原城
風土資産研究会、マドンナ
隊、アトラス等農産物加工
グループとの情報交換が
不足しており、現状が把握
できていない。

○加工グループの現状把
握に努め、研修会、県外
県内でのＰＲ活動に対す
る支援を行った。

- - 達成 継続

○加工グループの現状把
握に努め、研修会、研修
会やＰＲ活動に対する支
援等を行なった。

-
農政企画課
河原町総合支所

有害鳥獣被害防止対
策の推進と獣肉解体施
設の稼働率向上及び
解体獣肉の販売量の
増

【農林水産業の振興】

〇侵入防止柵等の安
価で効果的な設置方法
の検討と実証
〇新規狩猟捕獲者創
出と狩猟捕獲従事者の
スキル向上
〇解体施設設備の改
良・増設の助言並びに
支援
〇施設管理者と利用者
のマニュアル充実

〇侵入防止柵等の安
価で効果的な設置方法
創出
〇狩猟捕獲従事者組
織の育成
〇「いなばのジビエ推
進協議会」と連携して、
市内旅館・料亭等への
獣肉の販路の拡大

〇侵入防止柵等の効
果的設置方法（モデ
ル）確立
〇狩猟捕獲従事者に
対する新たな支援強化
〇ジビエ料理の定着と
普及推進のため、モデ
ル的な取り組み実施

○被害対策として、毎年各
集落に呼掛け、延べ51団
体に電気柵等の設置事業
に対して助成した。
○鳥取市鳥獣害対策協議
会に「新規狩猟捕獲者の
創出対策等」について要
請した。
○北村解体施設について
は、地元・ししぼたんの会
と施設の稼働率向上等に
ついて意見交換を実施し、
施設の一部改良（井戸新
設等）を実施した。

○事業を継続して実施す
る。
○新規狩猟捕獲者創出と
狩猟捕獲従事者のスキル
向上を図る。
○北村解体施設の施設管
理者と利用者のマニュア
ルを充実する。

○各集落に呼掛け電気柵
等の設置事業に対して助
成を行った。
○獣害対策を地域ぐるみ
で行うための研修会に地
元とともに参加した。

1,970 1,461 達成 継続

○各集落に呼掛け電気柵
等の設置事業に対して助
成した。
○地域で取り組む獣害対
策体制づくりを構築するた
め積極的に講習会等に参
加し、情報共有、連携を
図った。

835
農政企画課
河原町総合支所

１．専業農家、農産物
加工グループ、高齢化
農家の支援と所得向上

２．有害鳥獣被害防止
支援と獣肉のジビエ活
用推進

②農業の振興と有害鳥
獣対策の推進
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河原　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況(1月末現在）

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】

推進期間
短期（～２９年度）における総括 ３０年度 令和元年度

担当課

河原インター山手工業
団地への企業誘致及
び既設工業団地の拡
張整備による企業誘致

【工業の振興】

〇河原インター山手工
業団地の整備完了と企
業への分譲
〇既存工業団地拡張
整備の着手と完成地か
らの分譲開始

〇河原インター山手工
業団地の企業への分
譲促進
〇既存工業団地の拡
張整備推進と完成地か
らの分譲開始

〇河原インター山手工
業団地分譲完了
〇既存工業団地拡張
整備分譲完了

○河原インター山手工業
団地
【整備状況】
・平成30年3月完成予定。
【分譲状況】
・分譲面積約6.1haの内、
約1.9ha（約32％）は分譲
済 、 約 1.2ha は 分 譲 予 約
済。
○布袋工業団地
【整備状況】
・1工区は平成27年度完
成。2工区は平成28年9月
完成。3工区は着手済、完
成は未定。
【分譲状況】
・分譲面積約14haの内約
4haを分譲済

○それぞれの工業団地へ
の分譲を進める。

○河原インター山手工業
団地
【整備状況】
・平成30年3月完成。
【分譲状況】
・分譲面積約6.1haの内、
約3.2ha（約52％）は分譲
済、約2.9haは分譲予約
済。
　・(株)城洋
       （H30.3.28調印）
○布袋工業団地
【整備状況】
・1工区は平成27年度完
成。2工区は平成28年9月
完成。3工区は着手済、完
成は未定。
【分譲状況】
・分譲面積約14haの内約
4haを分譲済

- - 達成 継続

〇河原インター山手工業
団地及び布袋工業団地
の企業への分譲を促進す
る。
○布袋工業団地の整備
推進(工業団地内市道、
上下水道等施工)。

-
企業立地・支援課
河原町総合支所

〇河原町神馬の空き家を
借り上げ、（一社）西郷工
芸の郷あまんじゃくに移住
定住空き家運営業務を委
託しお試し住宅を開設、西
郷地区へのUJIターン者の
受け入れ体制を強化した。

○事業を継続して実施す
る。

〇（一社）西郷工芸の郷あ
まんじゃくが行う、お試し
定住体験事業（神馬）、移
住定住空き家運営業務
（西郷地区へのUJIターン
者の受け入れ）を支援し
た。

860 496 達成 継続

〇（一社）西郷工芸の郷あ
まんじゃくが行う、お試し
定住体験事業（神馬）、移
住定住空き家運営業務
（西郷地区へのUJIターン
者の受け入れ）を支援す
る。

860
市民生活部地域振興
課
河原町総合支所

○H２９.４月いなば西郷工
芸の郷の郷開きを行い、
福岡県から河原町湯谷へ
新進気鋭の若手陶芸家が
夫婦で移住され、日夜研
鑽に励んでいる。
H２８年度：陶芸窯、作業場
への整備に対する支援を
行った。
H29年度：研修に要する経
費の支援を行った。
○いなば西郷工芸の郷を
内外にアピールし、機運を
盛り上げるため西郷地区
工芸祭りが実施された。
○（一社）西郷工芸の郷あ
まんじゃくが、西郷地区に
若手工芸家等を誘致し、
活動の拠点とするため、北
村にシェアハウス、本鹿に
ゲストハウスを設置への支
援を行った。

○有望な若手工芸作家の
誘致及び移住後の研修、
生活基盤確保に向けて支
援する。

○有望な若手工芸作家の
誘致及び移住後の研修、
生活基盤の確保を支援し
た。
○西郷地区工芸祭りを支
援した。（平成30年10月27
日、28日開催、来場者数
1,600人）
○（一社）西郷工芸の郷あ
まんじゃくが行っている北
村シェアハウス、本鹿の
ゲストハウスの運営等を
支援した。

1,200 1,200 達成 継続

○有望な若手工芸作家の
誘致及び移住後の研修、
生活基盤の確保を支援す
る。
○西郷地区工芸祭りを支
援する。
○（一社）西郷工芸の郷あ
まんじゃくに委託している
北村シェアハウス、本鹿
のゲストハウスの運営等
を支援する。

-

政策企画課
市民生活部地域振興
課
河原町総合支所

民間企業等参入による
新たな宅地造成と分譲
による定住促進

【工業の振興】

〇民間事業者への呼
びかけと支援策の検討
及び法手続き等の開始

〇宅地造成の開始と完
成地からの分譲開始

〇宅地造成完了と分譲
完了

〇民間事業者への呼びか
けと支援策を検討した。
（検討概要）
○申請事務手続きの簡素
化、受付ワンストップサー
ビスの新設等

○民間企業等参入による
新たな宅地造成と分譲に
よる定住促進を進めるた
めの方策を検討する。

○町内での宅地造成等の
動向を情報収集した。布
袋、袋河原地内での宅地
造成等の動きがあるよう
だが、引き続き動向を注
視する。

- - 未達 継続
○宅地造成等動向の情
報収集中。引き続き、動
向を注視する。

- 河原町総合支所

③企業誘致の推進と移
住定住の促進（若者の
流入・定住促進）

工業団地の確実な整
備と企業誘致また空き
家活用によるUJIターン
者の増のほか宅地造
成分譲による若者の定
住促進

〇河原町へのUJIター
ン者増

河原町へのUJIターン
者の増（町外からの移
住者）

【ふるさと・いなか回帰
の促進】

〇河原町へのUJIター
ン者の増に向けた検討
〇空き家情報等収集

〇河原町へのUJIター
ン者の増への取り組み
強化

3



短期 中期 長期

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 成果（何をどれだけ）
次年度以降への課題・方向

性
実施内容

予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

河原　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況(1月末現在）

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】

推進期間
短期（～２９年度）における総括 ３０年度 令和元年度

担当課

各種教育・生涯学習・
体育施設の耐震改修と
整備及び中央公民館・
体育施設等の効率的
且つ効果的な管理体制
を図る

【地域防災力の充実】

〇西郷小学校、河原第
一小学校耐震改修
〇八上地区公民館耐
震改修、西郷地区公民
館整備
〇町内体育施設の計
画的整備
〇中央公民館のあり方
検討

〇体育施設の計画的
整備及び管理方法の
見直しと一部実施
〇河原町コミュニティセ
ンターのあり方につい
て決定

〇河原町コミュニティセ
ンター・体育施設等の
計画的整備の完了と効
率的且つ効果的な管理
体制への移行

〇西郷小学校、河原第一
小学校耐震改修整備が完
了した。
〇八上地区公民館耐震改
修工事が完了した。
〇西郷地区公民館新築整
備が完了した。
〇平成３０年度からの総合
体育館、勤労者体育館の
指定管理移行に向けた諸
手続きを実施した。
〇・河原町コミュニティセン
ターの管理体制及び設備
更新と耐震改修整備に向
けての協議を始めた。
〇（仮称）山手総合運動場
（野球場・グランドゴルフ
場）の工事に着手した。
（平成３０年５月頃完成予
定）

○河原町コミュニティセン
ターの管理体制及び設備
更新と耐震改修整備に向
けての協議を進める。

〇河原町総合体育館及
び勤労者体育館を指定管
理とした。（河原・佐治地
域連絡協議会）
○河原市民プールの指定
管理移行に向けた検討を
行う。（未実施）
〇河原町コミュニティセン
ターの管理体制及び設備
更新と耐震改修整備に向
けての協議を行った。
○（仮称）山手総合運動
場（野球場・グランドゴル
フ場）を整備した。
○（仮称）クリーンセンター
やず跡地新運動場の整
備に係る埋蔵文化財の予
備調査、測量設計を行っ
た。

- - 未達 継続

○河原市民プールの指定
管理移行に向けた検討を
行う。
〇河原町コミュニティセン
ターの管理体制及び設備
更新と耐震改修整備に向
けての協議を行う。
○（仮称）クリーンセンター
やず跡地新運動場を整備
に係る実施・測量設計、
用地買収、埋蔵文化財の
本調査を行った。
○屋内運動場と防災備蓄
倉庫を兼ね備えた国英地
区活性化施設（仮称）の
整備に係る実施設計を
行った。

21,768 17,819
企業立地支援課
生涯学習・スポーツ課
河原町総合支所

「河原町未来を語る会」
への参加者数の増と小
中学生による実証

【教育の充実・郷土愛
の醸成】

〇園児・保護者、PTA
を含めた「河原町未来
を語る会」の実施と小
中学生の提言等を各ま
ちづくり協議会と共有
し、各地域づくりの推進
に向け検討する

〇小中学生の提言に
対する。地域住民・行
政・教育等での実施検
討と実証（河原町地域
の宝マップ作成等）

〇小中学生による地域
の宝を活用した地域振
興の実施（実証）

〇児童生徒・保護者、
PTA、市民を含めた「河原
町未来を語る会」が毎年実
施され、各小中学校の代
表が具体的な提案・プレゼ
ン、地域の方とのディス
カッションを行った。

○小中学生の提言を各地
域まちづくり協議会と共有
し、実践に向けて検討し実
証する。

〇児童生徒・保護者、
PTA、市民を含めた「河原
町未来を語る会」を実施し
た。（平成30年8月18日開
催）
○小中学生の提言に対す
る地域住民・行政・教育等
での実施検討と実証をす
る。（未実施）

- - 未達 継続

〇「河原町未来を語る会」
を児童生徒の実践発表と
意見交流を中心として河
原中学校で実施した。（11
月26日（火）開催）
○小中学生の提言に対す
る地域住民・行政・教育等
での実施検討と実証す
る。

- 河原町総合支所

河原町文化祭への出
展作品数・来場者数の
増

【生涯学習の推進】

〇出展作品数・入場者
数増への取り組み検
討・実施

〇出展作品数・入場者
数増に向けた取り組み
強化

〇出展作品数・入場者
数の増

〇前年度の実績、アン
ケート、反省会を踏まえ出
展作品数・入場者数の増
を実行委員会で検討した
結果、年々、出展作品数、
来場者が微増した。
○平成２９年度は第４０回
を記念して講演会を実施し
た。

○文化祭を継続して実施
する。
○出展作品数・入場者数
増に向けた新たな試みを
検討する。

○文化祭を継続実施し、
出展作品数は増加した
が、来場者数は減となっ
た。（平成30年10月26日
～28日開催）

491 491 達成 継続

○文化祭を実施し、出展
作品数、来場者数とも増
となった。（12月6日～8
日、来場者数延1,320人）

491 491 河原町総合支所

④子育て・教育環境の
充実

１ ． 学 校 施 設 の 耐 震
化、生涯学習施設（中
央 公 民 館 、 地区 公民
館）の耐震化

２ ． 体 育 施 設 の 整 備
（プール、体育館、運動
場等）

３．地域住民と小・中学
校生徒及びPTAと連携
した「河原町未来を語
る会」の継続

４．河原町文化祭など
の文化活動の推進

4



短期 中期 長期

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 成果（何をどれだけ）
次年度以降への課題・方向

性
実施内容

予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

河原　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況(1月末現在）

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】

推進期間
短期（～２９年度）における総括 ３０年度 令和元年度

担当課

①河原城への入館者
増
②湯谷荘の利用者増
③三滝林間施設への
入込客増

【滞在型観光の推進】

〇各施設の利用実態
調査実施・分析
〇魅力創出とPRの推
進（SNS等多様な情報
発信による知名度アッ
プ）
〇道の駅かわはらネッ
トワーク協議会の再構
築

〇旅行業者への売り込
み
〇各施設の年間利用
者数の増に向けた情報
発信強化

〇各施設の年間利用
者数の増

〇各施設の利用実態調査
実施・分析中
○三滝林間施設はH３１年
度から新たな管理者を募
集することとしており、地元
を始め関係機関と検討を
開始した。
○河原町独自の観光パン
フレット（3施設周遊案内特
集版）を作成

〇各施設の利用実態調査
実施し分析する。
○道の駅かわはらネット
ワーク協議会の再構築を
図る。

〇各施設の利用実態調
査・分析を行い、入館者
増に向けた効率的な情報
発信の方法等について検
討する。
○各施設が行う事業等を
支援した。
○三滝林間施設のH３１
年度からの管理者募集に
ついて地元を始め関係機
関と検討する。

1,420 1420 達成 継続

〇各施設の利用実態調
査・分析を行い、入館者
増に向けた効率的な情報
発信の方法等について検
討する。
○各施設が行う事業等を
支援する。
○三滝林間施設の在り方
について地元を始め関係
機関と検討している。

1,646
林務水産課
河原町総合支所

①グリーンツーリズム
の推進（民泊受入者の
増）
②むらとまち交流の増

【滞在型観光の推進】

〇新たな民泊及びむら
とまち交流等の掘り起
しと既存ツーリズムの
再生

〇民泊開設・交流の増
〇新たな体験メニュー
の創出

〇団体受入可能なグ
リーンツーリズム（民泊
等）組織の確立
〇多様な体験メニュー
（ツーリズム）の運用
〇むらとまち交流の増

〇国英地区と岩倉地区の
むらとまち交流事業が継
続して実施された。
○八上地区と丹波篠山
市、姫路市との交流が行
われた。
○西郷地区と修立地区と
の交流が行われた。また、
新たな民泊事業に向けて
検討を開始された。

○むらとまち交流事業を継
続する。
○西郷むらづくり協議会や
どかり部による民泊事業
の取り組みを支援する。

○各地区まちづくり協議
会のむらとまち交流事業
を支援した。（八上輝きの
里づくり協議会、平成30
年10月13日、平成31年3
月2日兵庫県篠山市八上
校区協議会と交流）
○西郷地区むらづくり協
議会やどかり部による民
泊事業を支援した。

- - 達成 継続

○各地区まちづくり協議
会のむらとまち交流事業
を支援した。
・国英地区と岩倉地区の
交流事業が継続して実施
された。(4月28日)
・八上輝きの里づくり協議
会と丹波篠山市八上校区
の交流事業が継続して実
施された。(11月9日）
○西郷地区むらづくり協
議会やどかり部による修
学旅行の受け入れ等民泊
事業をが実施された。

-
市民生活部地域振興
課
河原町総合支所

①河原町の各種観光
情報発信の充実強化
（道の駅活用）
②新たな特産品の創出
と販売

【滞在型観光の推進】

〇地域おこし協力隊設
置による地域の宝の掘
り起しと活用、また新た
な特産品の創出
〇道の駅を活用した新
たな情報発信検討

〇多様なSNSを活用し
た連携情報発信の構
築
〇新たな特産品の販売

〇 道 の 駅 を 活 用 し た
「 河 原 町 観 光 情 報 発
信」の充実
〇新たな特産品等の販
売増

〇地域おこし協力隊（ｴｺ
ﾂｰﾘｽﾞﾑ担当）による地域
の宝の掘り起しと活用、ま
た新たな特産品の創出を
行った。

○かわはら道の駅等を活
用した河原町の各種観光
情報の発信を充実強化す
る。

○かわはら道の駅が主体
となりイベントを企画し、Ｓ
ＮＳで発進した。

- - 達成 継続
○かわはら道の駅を活用
した河原町の各種観光情
報発信を充実強化した。

- 河原町総合支所

あゆ祭りの情報発信強
化等により因幡の夏イ
ベントとして定着
（２万人以上の来場者
維持）

【滞在型観光の推進】

〇あゆ祭りの情報発信
強化（知名度アップ等）
に向けての検討

〇あゆ祭り情報の多様
な発信

〇とっとり因幡の夏イ
ベントとして定着

○あゆ祭り実行委員会を
中心として開催しているあ
ゆ祭りは、8月の第1土曜
日開催の夏の風物詩とし
て定着してきた。また、会
場のレイアウトを変更し、
来場者がより一層祭を楽し
めるようにしたことなどによ
り来場者が過去最高の
25,000人となった。

○平成30年度は第40回の
記念大会であり、例年以
上のより多彩で充実した催
しを実施する。
○ポスターチラシに留まら
ない多様な情報発信を検
討する。

○第４０回の記念大会とし
て開催予定だったが7月
豪雨災害によりイベント会
場が被災したため急遽中
止となった。

4,926 1,574 未達 継続

○第４０回の記念大会とし
て8月3日にあゆ祭りを実
施した。当日は、25000人
の来場者を迎え、4000発
の花火が真夏の夜空を
彩った。

5,145 河原町総合支所

ジオパークエリア霊石
山の観光資源の再発
掘、整備、活用をして
魅力を向上し、来訪者
の増を目指す

【滞在型観光の推進】

〇国英地区と協同して
霊石山（関係含む）の
データ収集と利活用の
検討
〇山頂へのアクセス道
整備

〇埋もれている地域資
源の再整備と利活用を
図る
〇ジオガイドの養成
〇ウオーキングマップ
作成

〇観光資源等の整備
完了
〇霊石山への来訪者
増

〇「国英地域の宝を発見し
活かす」をテーマとしてとっ
とりふるさと元気塾（約30
名が入塾）を国英地区公
民館で開催するなど、霊石
山の魅力や活用の仕方な
どを国英地区と協働で検
討した。
○霊石山山頂に山陰海岸
ジオサイト案内看板を設置
した。
〇山頂へのアクセス道に
ついては応急的な整備を
実施した。
○国英、河原、八上地区
のまちづくり協議会により
伊勢ヶ鳴の整備を行った。
○かわはら道の駅や河原
城の主催でトレッキングな
ど霊石山を活用した事業
を行った。

○国英地区との連携によ
り霊石山の活用や魅力の
発信などを実行できるよう
なプランをつくる。
○各地区まちづくり協議会
による霊石山の整備を継
続する。
○山頂へのアクセス道を
整備する。

○霊石山をまちづくりに活
用することを目的とした事
業が１１月４日に行われ
た。
○各地区まちづくり協議
会による霊石山の整備を
継続して実施した。
○山頂へのアクセス道を
整備した。
〇ジオガイドを養成した。
〇ウオーキングマップを
作成した。

33,500 26,515 達成 継続

○国英、河原、八上地区
のまちづくり協議会による
霊石山伊勢ケ平の整備が
継続して実施された。
○かわはら道の駅や河原
城の主催によるトレッキン
グや山歩会など、霊石山
を活用した事業を行った。

-
林務水産課
河原町総合支所

売沼神社等への来訪
者の増

【滞在型観光の推進】

〇売沼神社・八上姫公
園のデータ集積と分析
また各関係者と利活用
の検討

〇観光ガイドの養成
〇観光ガイドの創出
〇来訪者の増

〇売沼神社・八上姫公園
のデータ集積と分析並び
に利活用について、鳥取
市南商工会との連携を検
討し河原地域をはじめ鳥
取南部地域の食材や観光
施設を活かした観光商品
化を検討するための様々
なモニターツアーを鳥取南
商工会が中心となって行っ
た。

○鳥取南商工会を中心と
したモニターツアーだけに
留まらず継続して来訪者
が訪れるような仕掛けづく
り、ＰＲを検討する。

○鳥取南商工会が中心と
なり八上姫、売沼神社に
ちなんだ商品の開発、販
売を行った。
○観光ガイドを養成した。

- - 達成 継続

○河原地域をはじめ鳥取
南部地域の魅力の発信と
資源を活用した鳥取南商
工会を中心とした取組み
が行われた。

- 河原町総合支所

⑤観光振興に伴う交流
人口の増

１．河原城・湯谷荘・三
滝荘への来訪者の増を
目指す。

２．ジオパークエリアに
ある霊石山また八上姫
を祀る売沼神社の知名
度アップとこれらを活用
した地域活性化の促進

３．年間約１５０万人が
訪れる「道の駅　清流
茶屋　かわはら」を活用
し、河原町の情報発信
と新たな特産品等の創
出販売促進

5



資料 2 

防災行政無線設備デジタル化整備（河原・用瀬地域） 

 

鳥取市では、総務省の方針に基づき、平成２７年度より順次、新市域（国府を除く）

の老朽化したアナログ方式防災行政無線をデジタル方式で更新する整備事業を行っ

ています。 

 

１ 目的 

 全市の防災行政無線をデジタル化することにより、放送が流れるまでにかかる遅延時間を

解消し、緊急時における住民のみなさまへの迅速な情報伝達体制の確立を図ります。 

 

２ デジタル化の内容 

（１）自然災害、国民保護（例：Ｊ－ＡＬＥＲＴ）等緊急放送がより速やかに伝達されます。 

（２）緊急情報（避難準備・勧告等）については、従前のとおり支所から生放送します。 

（３）防災行政無線の正常な動作を確認するため、ミュージックチャイム（試験放送）を正

午と午後６時（１０月～翌３月は午後５時）に行います。 

（４）地域情報（行事のお知らせ等）の放送には、防災行政無線は使用できなくなります。 

 

３ 整備方針 

 放送は、住民のみなさまが特別な装置を必要としないで常時緊急情報を受け取れる屋外ス

ピーカーを中心とし、現在、各戸に設置されている戸別受信機は使用しません。 

 ただし、お住まいの場所（屋外スピーカーの音が聞こえない等の事情）により戸別受信機

を整備する場合があります。 

また、自主防災会長、民生委員等のお宅には希望により戸別受信機を整備する予定です。 

 

４ 工事スケジュール概要（※ 予定 ） 

時期 事業内容 工事進捗 

～令和２年３月 各区長様事前伺い 建柱地仮決定 

令和２年  ４月 使用貸借契約 建柱地確定 

 ６月 着工 材料発注 

  ９月～ 建柱開始 製品・音達検査含む 

 戸別受信機 設置 

令和３年  １月～ 供用開始  

 撤去 既設のアナログ用屋外スピーカー 

  ３月末 完成 以降、戸別受信機の撤去を実施 

※事業の進捗により、予定は前後する場合がございます。 

 

５ 問い合わせ先 

事業担当 鳥取市危機管理部危機管理課 担当：益田（TEL 0857-20-3127） 

支所担当 河原町総合支所地域振興課  担当：平尾（TEL 0858-76-3111） 

     用瀬町総合支所地域振興課  担当：平木（TEL 0858-87-2111） 

 



 

 

鳥取市（河原・用瀬地域）防災行政無線施設整備工事 

区長の皆さまへのお願い事項 

 

１ 着手前 

 （１）建柱候補地の選定について（令和元年度中） 

建柱地仮決定に際して、各町内会の共有地（公民館等）等を建柱候補地に設

定した場合は、土地の使用貸借の契約への準備にご協力をお願いします。 

 

↓ 以下は、令和２年４月以降の手続きです。 

  

 （２）土地の使用貸借契約について 

各町内会の共有地等に建柱させていただく場合には、土地の使用について使

用貸借契約の締結をすることとなりますので、ご協力をお願いします。 

なお、建柱地は、無償で使用させていただける場所をお願いします。 

 

 

２ 工事中 

  （１）試験放送について 

屋外スピーカーから発せられる音声が、設計通りに到達することを確認する

試験放送を行いますので、ご了承ください。 

 

 

３ 完了後  

（１）戸別受信機撤去について 

    使用しなくなったアナログ式戸別受信機（現在、各家庭に設置してある機器

です）を撤去する際には、公民館等に当市の廃棄 BOX を設置しますので、各家

庭から持ち込みいただきますようご協力をお願いします。 

    また、ダイポールアンテナ（防災行政無線用の家庭用屋外アンテナ）が設置

してあるご家庭については、当市の契約する工事業者が設備撤去に伺わせてい

ただきます。 

 

 

 

 ※ 以上の項目について、区長様が変更となる場合、必ず引き継ぎをしていただき

ますよう、お願いします。 



鳥取市（河原・用瀬地域）防災行政無線施設整備工事　屋外拡声子局位置（河原地域）

子局番号 子局仮名称 大地域名 字 提案地概要（提案後の協議状況）

1 布袋 河原町 布袋 布袋多目的広場

2 稲常 河原町 稲常 公園（電波等再調査中）

3 袋河原 河原町 袋河原 三角公園内（調整中）

4 鮎ヶ丘 河原町 鮎ヶ丘 鮎ヶ丘公園

5 長瀬 河原町 長瀬 長瀬公民館

6 奥長瀬 河原町 長瀬 公園

7 河原長瀬 河原町 長瀬 河原スポーツ広場

8 谷一木 河原町 谷一木 谷一木（電波等再調査中）

9 大平 河原町 谷一木 市道河原谷一木線（電波等再調査中）

10 片山南 河原町 片山 片山集会所広場

11 片山北 河原町 片山 片山ポンプ場

12 渡一木 河原町 渡一木 河原町総合支所

13 山手 河原町 山手 国英地区公民館内位置（調整中）

14 郷原 河原町 郷原 市道山手釜口線

15 徳吉 河原町 徳吉 市道山手河原線

16 三谷 河原町 三谷 公園

17 福和田 河原町 高福 福和田集会所

18 高津原 河原町 高福 高津原集会所

19 釜口 河原町 釜口 釜口集会所

20 六日市 河原町 釜口 智頭警察署釜口待機所

21 八日市 河原町 八日市 八日市集会所

22 和奈見 河原町 和奈見 和奈見作業所内（電波等再調査中）

23 下曳田 河原町 曳田 下曳田児童館

24 曳田 河原町 曳田 八上地区公民館

25 天神原 河原町 天神原 田

26 下佐貫 河原町 佐貫 下佐貫児童館

27 佐貫 河原町 佐貫 散岐地区公民館

28 水根 河原町 水根 空地

29 今西 河原町 水根 農道

30 山上 河原町 山上 除雪機格納庫裏

31 小倉 河原町 小倉 市道本鹿小倉大智谷線

32 河原中井 河原町 中井 児童館

33 本角 河原町 本鹿 県道沿空地（調整中）

34 中井一 河原町 中井 西郷中央土地改良区

35 湯谷 河原町 湯谷 湯谷多目的広場（電波等再調査中）

36 小畑 河原町 小畑 小畑公園

37 弓河内 河原町 弓河内 弓河内多目的集会所

38 北村3区（広瀬） 河原町 北村 県道杣小屋曳田線

39 北村5区（畑） 河原町 北村 北村五区公民館

40 北村6区（落河内） 河原町 北村 市道北村落河内線

41 北村7区（杣小屋） 河原町 北村 空地

42 小河内 河原町 小河内 旧道空地

43 神馬 河原町 神馬 神馬ふれあいセンター

44 新田 河原町 小河内 市道小河内新田線



                      資料 ３ 

旧河原町総合支所本庁舎解体工事について 

 
 

１．事業概要 

   ・旧本庁舎解体（Ⅱ期）工事（Ｓ43 年築、ＲＣ造 3 階建、2,008 ㎡） 

   ・一部Ｓ58 年築（ＲＣ部分）は、倉庫に改修 

   ・外構（Ⅲ期）工事（駐車場整備） 

 

 

２．工事概要 

   ・解体：河原町総合支所本庁舎・渡り廊下 

 ・改修：旧南工事事務所執務室の１階（書庫兼倉庫） 

 ・外構工事：解体部分のアスファルト舗装及び側溝 

 

 

３．工 期 

・令和 2 年 2 月 4 日～令和 2 年 8 月 17 日  

 

 

４．施工業者・工事費  

・大和・森本特定建設工事共同企業体     96,360,000 円 

    大和建設（株）・（有）森本組 

 

 



工事名 ： 旧河原町総合支所本庁舎解体工事

工期：令和2年2月4日～令和2年8月17日工　事　工　程　表

第2庁舎取合い改修

書庫改修工事

旧本庁舎解体工事

外構工事

←騒音中・振動中 ←騒音中・振動小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 2年（2020年）

7月3月

電気設備工事

←騒音小・振動無

8月

共通仮設工事

2月 4月 6月5月

機械設備工事

←騒音大・振動大

年・月

工 種

2/29着手 仮設出入り口設置

現場事務所・仮囲い組立て

内部分別解体

建物解体

外部足場組立 建物解体の進捗に合せ外部足場解体

外構工事

書庫改修工事

第2庁舎取合い改修工事

現場事務所・仮囲い解体

屋外埋設配線

屋外埋設配管

書庫・第2庁舎改修工事

書庫・第2庁舎改修工事

内部分別解体

内部分別解体












